
 

 

1 
 

平成 30 年度 盛岡市地域おこし協力隊募集要項  

 

１ 募集背景 

盛岡市は，岩手県の県庁所在地であり人口約 30万人 

の中核市です。多くの都市機能が集積するとともに，東 

北新幹線や東北自動車道といった高速交通及び岩手県沿 

岸部と秋田県とを結ぶ交通網の結節点となっています。 

 これまで，本市は商業・サービス業などの第三次産業 

を中心に発展を続けてきましたが，将来は人口減少が見 

込まれており，市内の中山間地域ではすでに人口減少に 

より担い手不足が深刻になっています。そのため，地域 

づくりや若者の地元定着に向けて，地域の人材や地域資 

源の活用に取り組む必要があります。 

このことから，本市では平成 29年度から地域おこし 

協力隊を導入し，現在５名の隊員が活動しています。 

また，平成 29 年には，盛岡広域 8市町でスポーツの 

振興を図るため，「盛岡広域スポーツコミッション」を 

設立したほか，ものづくり文化の振興を図るため，昭和 61 年に設置した「盛岡手づくり村」の

取組を強化しています。今後は，今まで以上に，盛岡広域の人材と地域資源を活かし，連携した

取組を進める必要があります。 

これらの状況を踏まえ，引き続き中山間地域の支援に取り組むほか，新たに移住定住の促進，

さらには本市だけでなく盛岡広域の地域資源の活用や魅力発信のため，一緒に行動していただけ

る，盛岡市地域おこし協力隊を募集します。 

 

２ 活動のテーマ 

 平成 30年度募集の活動テーマは，次のとおりです。 

 テーマ１：移住・定住・交流人口対策の推進               ・・・・P.2 

テーマ２：天狗の里・簗川地域における山里暮らしのモデル構築      ・・・・P.３ 

 テーマ３：金山の里・大ケ生地域における山里暮らしのモデル構築     ・・・・P.5 

 テーマ４：極寒天国（しばれすとパラダイス）・薮川地域をもっと稼げる地域に！ 

・・・・P.7 

テーマ５：「スポーツ」による盛岡広域圏の魅力発信と賑わい創出     ・・・・P.9 

テーマ６：「盛岡手づくり村」と「つなぎ温泉」等との連携による繫地域の魅力創出 

                                   ・・・・P.10 

【各テーマ共通の活動】 

テーマ１～６いずれかの活動をしていただくほか，全てのテーマに共通した活動として，ホー

ムページやＳＮＳを活用した地域や活動の情報発信，地域行事や伝統芸能への参加や支援活動な

どを行っていただきます。 
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テーマ１：移住・定住・交流人口対策の推進（都市戦略室） 

 

 本市では，これまで移住・定住について，十分な取組を実施できていないことから，平成 30

年度から，雇用，観光，若者の定着などの観点も含めて，関係人口（※）の考え方を重視した，

移住・定住の取組を検討しています。 

具体的には，首都圏などの若者を対象に，盛岡をキーワードとしたコミュニティ活動の支援，

お試し居住ツアーの実施やその拠点整備の企画・検討を進めるほか，市内の若者の愛郷心を醸成

するための取組があります。 

そこで，本テーマに取り組む地域おこし協力隊員には，移住・定住のコーディネーターとして，

首都圏や宮城県などの若年層へ，盛岡での暮らし方の提案や移住の働きかけ，首都圏でのネット

ワークづくりや地元の良さを発見する機会の創出といったＵＩターンしやすい環境の構築に市職

員とともに取り組んでいただきます。 

なお，本テーマの協力隊が所属する都市戦略室では，「盛岡が持つ魅力のＰＲ」を活動テーマ

に，平成 29年５月から２名の隊員が着任し，活動しています。 

 

※その地域に居住していないものの，出身者や勤務経験者であるなど，その地域との継続的な

関わりがある人を関係人口として捉えるもの。 

 

【目標】 

・移住者の増加（H26年 20-39歳の社会増減 △107人 → H31 0 人） 

・関係人口の増加（イベントへの参加者，ホームページのアクセス状況） 

 

【活動内容】 

・移住・定住・交流人口に係る情報発信 

・移住・定住を希望する方に対する伴走型の相談・支援 

・盛岡をキーワードとしたコミュニティの育成や支援に係る活動 

・お試し移住体験ツアーの企画・実施 

・地元の高校生や大学生などを対象とした地域とのつながりをつくる仕組みづくり 

・ゲストハウスなど拠点整備の企画 等 

 

【求めている人材】 

・ゲストハウス型の交流拠点の整備に関わり，コミュニティ形成を図るプログラムを実施する

ことで，移住・定住，関係人口の増加に向けた仕組みづくりをしたい方 

・SNS などの Web を活用した発信やイベント開催を通して，首都圏でのコミュニティ形成

をしたい方 

・若者の愛郷心の醸成を目的として，高校や大学などと地域社会との接点を作る活動をしたい

方 
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テーマ２：天狗の里・簗川地域における山里暮らしのモデル構築（農政課） 

簗川（やながわ）地域 …JR 盛岡駅から車で約 30 分～45 分 

 

本市東部の清流・簗川の流域に位置する簗川地域は，大きく４地域（簗川，川目，根田茂，砂

子沢）から成る，標高 300～600ｍの山々の豊かな自然に囲まれた山間地域で，天狗（てんぐ）

伝説の残る地域としても親しまれています。 

地域には古くから三陸沿岸と内陸を結ぶ宮古街道が通り，江戸時代には交通の要衝として宿駅

が設けられ，馬産地，木炭の産地として盛岡城下の暮らしと産業を支えていました。 

近年では，25 年前に簗川ダム建設が決定してから，水没予定地の住民移転が始まったことに

加え，小学校の相次ぐ閉校，クマ・シカなどによる農作物被害の増加など，当地を取り巻く環境

は厳しいものとなり，本市の中でも人口減少・高齢化が特に進んでいます。 

一方，20 年ほど前から住民自らが地域づくり組織を結成し，他集落との地域間交流や地元学

の開催，産直・農家レストランの開業などを通して，地域力の向上・維持に努めてきました。良

質の砂子沢朝霧そば，盛岡ブランドの盛岡ベリー（アロニア），酪農乳用牛など当地ならではの

生産活動が行われているほか，郷土料理が今でも振る舞われ，民俗芸能の簗川高舘剣舞は古式豊

かな儀礼が現在も受け継がれています。 

簗川地域では，地域の課題に向き合うとともに，平成 32 年の簗川ダム完成を目前に控え，新

たな地域おこしを模索し始めています。そこで，本テーマを担当する地域おこし協力隊員には，

簗川地域での暮らしを通じて，当地の魅力を感じ，そこで暮らす皆さんとともに地域資源を活用

し，磨く活動に取り組んでいただきます。 

 

   

山あいに暮らしが息づく簗川地域             清流とともに人々の営みがある 

【目標】 

 ・簗川地域におけるコミュニティづくり，地域づくりの再構築 

・簗川ダム完成を見据えた旧国道 106号周辺の活性化 

・簗川地域での新たなライフスタイルの構築 

 

【活動内容】※いずれかを組み合わせて活動していただきます。 

・地域づくりに関する支援活動全般 

・住民ヒアリングなどによる地域資源の発掘や活用企画，実施 

・地域の魅力発信，関係人口を増やす取組 

・農産物の生産・販路拡大の支援活動 
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・農作業の体験，農家の手伝いを通じての基礎的技術の習得 

（希望者は週 1回，岩手県立農業大学校「いわて農業入門塾」への通学が可能） 

・猟師（ハンター）のクマ・シカ捕獲作業への同行，活動支援，狩猟免許の取得 等 

 

【求めている人材】 

・地域住民や行政とのコミュニケーションが図れ，地域づくりの支援に意欲的な方 

・山里での暮らしに興味があり，実践したい方 

・農業や山里でのなりわいに関心のある方 

 

   
古式豊かな儀礼を今に残す簗川高舘剣舞        旧宮古街道を歩くツアー（市教育委員会） 

 

   

専門学校生によるアロニア収穫体験，商品開発，６次産業化サポートが毎年実施されている 
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テーマ３：金山の里・大ケ生地域における山里暮らしのモデル構築（農政課） 

大ケ生（おおがゆう）地域 …JR 盛岡駅から車で約 30 分 

 

本市南東部の大ケ生三山（黒森山，朝島山，鬼ケ瀬山）の裾野に広がる大ケ生地域は，古くか

らの歴史があり，金鉱脈が発見されて以降，大ケ生金山と複数の金山により発展しました。昭和

18 年頃には，大ケ生金山を含めた周辺の金山が休山となりましたが，馬産地や薪炭供給地とし

て市民生活に重要な役割を担ってきたほか，神楽・剣舞・さんさ踊りなどの民俗芸能が現在も継

承されており，深みのある歴史的背景をもっています。 

30 年ほど前，地域内で「大ケ生金山の里づくり実行委員会」が組織され，金山の歴史を軸に

様々な地域活性化の取組が行われてきました。一方で，地域の高齢化や人口流出に歯止めがかか

らず，農業や民俗芸能の担い手不足に早くから直面しています。 

これらのことから，金山以外の地域資源の発掘や利活用，あるいは大ケ生地域のコミュニティ

づくり，移住・定住の取組などの必要性を感じています。 

そこで，本テーマを担当する地域おこし協力隊員には，大ケ生地域での暮らしを通じて，地域

資源の発掘や利活用，農業活動などによるライフスタイルを構築し，地域と暮らしの魅力を広く

情報発信するとともに，地域づくりの支援に取り組んでいただきます。 

なお，大ケ生地域では平成 29 年６月から１名の隊員が着任し，活動しています。 

 

   

山々の裾野に集落が広がる大ケ生地域          金山の里を巡る歴史探訪バスツアーを開催 

 

【目標】 

 ・大ケ生地域におけるコミュニティづくり，地域づくりの再構築 

・農産物（ミョウガ，リンゴ，山菜等），歴史・民俗，自然環境，山里暮らしなど地域全体を

まるごとブランド化する大ケ生ブランドの創出・発信 

・大ケ生地域での新たなライフスタイルの構築 

 

【活動内容】※いずれかを組み合わせて活動していただきます。 

・地域づくりに関する支援活動全般 

・住民ヒアリングなどによる地域資源の発掘や活用企画，実施 

・地域の魅力発信，関係人口を増やす取組 

・農産物の生産・販路拡大の支援活動 
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・農作業の体験，農家の手伝いを通じての基礎的技術の習得 

（希望者は週 1回，岩手県立農業大学校「いわて農業入門塾」への通学が可能） 

・猟師（ハンター）のクマ・シカ捕獲作業への同行，活動支援，狩猟免許の取得 等 

 

【求めている人材】 

・地域住民や行政とのコミュニケーションが図れ，地域づくりの支援に意欲的な方 

・山里での暮らしに興味があり，実践したい方 

 ・農業や山里でのなりわいに関心のある方 

 

 

  

地域の若者たちに継承されている大ケ生高舘剣舞        域外の協力者とともに保存継承を模索する山伏神楽 

 

 

 

＊隊員の活動の１コマ … （左から）登山道の整備，稲刈りの手伝い，畑で採れた枝豆，りんご園のインターン生と交流 
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テーマ４：極寒天国（しばれすとパラダイス）・薮川地域をもっと稼げる地域に！ 

（産業振興課） 

薮川（やぶかわ）地域…JR 盛岡駅から車で約 45 分 

     ※「しばれすと」：「しばれる」は方言でとても寒いとの意味でその最上級 

 

本市の北東部に位置する薮川地域は，本州一の厳寒地として名を馳せています。夏は最高気温

が 30 度，そして冬には氷点下 20 度近くにもなり，都会では味わうことのできない大自然や非

日常空間が，県庁所在地である本市の都市環境と共存しています。その地理的・気象的な特性に

より，寒暖差が育む特産「薮川そば」をはじめ，春夏には「タケノコ」や地域特産の「行者にん

にく」，秋には「きのこ」などの自然の恵みにあふれています。 

また，標高 700ｍ付近に作られた人造湖「岩洞湖」は，湖面と新緑や紅葉が織り成す大自然

のコントラストが訪れる人々を魅了するほか、冬には広大な湖面が凍り，「氷上ワカサギ釣り」

のメッカとして，多くのファンに親しまれています。そのほか，この地域は，新緑や紅葉の中を

走るツーリングコースとして，バイクや自転車など多くのファンで賑わうなど，四季折々の豊か

な地域資源を有しています。 

しかし，地域の人口減少に加え，少子・高齢化が進み，地域活動の担い手が不足していること

から，かつて地元の若手が主催していた「岩洞湖氷上まつり」や「氷柱ライトアップ」なども実

施が困難になり，地域活動の維持が難しくなってきています。また，地域との交流や宿泊ができ

る「岩洞活性化センター」や地元食材を使った食堂「ばっちゃん亭」，キャンプサイトやオート

キャンプ場などを有する「岩洞湖家族旅行村」の利用者も減少し，地域活力の停滞が危惧されて

います。 

このことから，他にはない岩洞湖の地域資源と薮川そば，山菜，きのこをはじめとする地場産

の食材などを活かし，観光客の誘客（滞在型観光の推進）や地域住民と連携した地域づくり活動

が必要と考えています。 

そこで，本テーマを担当する地域おこし協力隊員には，薮川地域の魅力発掘と交流人口を拡大

させ，地域の経済活動などが向上するための活動に取り組んでいただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        秋の岩洞湖               岩洞湖家族旅行村オートキャンプ場 
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【目標】 

・薮川地域の魅力発掘と情報発信 

・地域内外を結ぶ薮川地域の交流づくり 

・岩洞活性化センター等の利用拡大 

 

【活動内容】※いずれかを組み合わせて活動していただきます。 

・グランピングなど，観光資源を活用した新たなコンテンツの企画，実施 

・薮川そば，行者にんにくなどの地場産の食材を活かした誘客の企画，実施 

・岩洞活性化センター等の利用拡大や収益を上げるための企画，実施 

・薮川地域の活性化につながるその他の活動 等 

 

【求めている人材】 

 ・アウトドアや料理などの特技・経験を活かし薮川地域内外を結ぶ交流づくりを実践したい方 

 ・薮川地域住民と連携し，薮川地域の活性化につながる取り組みに意欲的な方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岩洞湖家族旅行村で行われた丸太切り大会       薮川地域特産の行者にんにく 
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テーマ５： 「スポーツ」による盛岡広域圏の魅力発信と賑わい創出 

 （スポーツツーリズム推進室） 

  

本市では，平成 2８年に開催された「希望郷いわて国体・希望郷いわて大会」のレガシーを未

来に引き継いでいくため，平成 29 年３月に盛岡広域８市町を構成員とする「盛岡広域スポーツ

コミッション」を設立しました。 

スポーツコミッションでは，今後，国内外への情報発信力の強化や広域であることを活かした

取組，市内に本拠地があるプロスポーツ（バスケットボール，サッカー）との連携などに取り組

み，広域の魅力発信，賑わいの創出につなげていきたいと考えています。 

また，盛岡市が取り組んでいる「スポーツパル」制度（※）は，現在は本市単独の取組ですが，

広域のスポーツ資源の有効活用や住民のスポーツ活動機会の充実化のため，今後は広域にも取組

を広げることを検討しています。 

いずれの取組を進めるにも，本市だけでなく盛岡広域における各自治体や関係団体との連携が

必要です。 

そこで，本テーマを担当する地域おこし協力隊員には，本市のスポーツ振興を図り，盛岡広域

にもその効果を波及させることを目指し，現状の把握・分析とスポーツに係る効果的な情報発信

や盛岡広域における新しい仕組づくりなどに一緒に取り組んでいただきます。 

 

※会員になると，対象スポーツ施設の利用やスポーツボランティア活動への参加によってポイン

トが付与され，貯まったポイントにより各種グッズと交換できるほか，メールマガジンなどに

よりスポーツ情報を受けることができる制度。 

 

【目標】 

・スポーツによる交流人口の拡大 

・住民のスポーツ活動機会の充実 

・スポーツ大会・合宿誘致につながる情報発信の強化 

・「スポーツパル」の広域化 

 

【活動内容】 

 ・本市及び広域で行われるスポーツイベント等の取材やＰＲ，または企画，実施 

・盛岡広域のスポーツツーリズムに関する現状分析やあるべき姿の提案 

・各市町等が行うスポーツ大会・合宿誘致への支援 等 

 

【求めている人材】 

・スポーツを「する」，「みる」，「支える」ことに意欲的な方 

・スポーツコミッションの将来像を一緒に描くことに意欲的な方 

・フットワークよく，広域８市町の連携を強める活動に意欲的な方 

・スポーツイベントの企画や運営に携わったことがある，あるいは携わりたい方 

・SNS などのWeb を活用した情報発信スキルを持っている方 
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テーマ６：「盛岡手づくり村」と「つなぎ温泉」等との連携による繫地域の魅力創出 

（ものづくり推進課） 

      繫（つなぎ）地域 …ＪＲ盛岡駅から車で約 30 分 

 

本市では，南部鉄器や岩谷堂箪笥，浄法寺塗など多様な伝統工芸品の生産者が活躍しており，

それら産品は全国の愛好家にも親しまれています。日本酒や南部煎餅，駄菓子などの食文化も長

く息づいており，ものづくり・食文化の歴史性・奥深さを実感できます。 

昭和 61 年，本市西部の繫地域に「みる，ふれる，つくる」をコンセプトとした「盛岡手づく

り村」が開設され，ものづくり文化・食文化の交流・発信拠点としてこれまで多くの来場者を集

めてきました。近年では，工房の若手職人が活発に企画を実施し伝統の技や手仕事の魅力を発信

しているほか，観光地・小岩井地域と近いこともあり，年間約 40 万人の来場者数を維持してい

ます。 

 外国人観光客が増加傾向にある一方で，全体の来場者数・売上額は長期的には減少傾向にあり，

来場者のニーズに対応すべくＷｉｆｉスポットや免税カウンター，外国語案内板を設置したとこ

ろですが，今後は国内外への更なる情報発信・誘客促進への取組強化が求められています。 

 また，繫地域には盛岡の奥座敷と呼ばれる「つなぎ温泉」があり，良質の湯や御所湖・奥羽山

脈の風光明媚な景色を求めて，市の内外から入浴・宿泊客が訪れています。 

そこで，本テーマを担当する地域おこし協力隊員には，地域資源の掘り起こしや近隣の観光拠

点との連携を通じ，「盛岡手づくり村」や「つなぎ温泉」への誘客促進を図り，人々から長く愛

されてきた繫地域がこれからも賑わい続けるための活動に取り組んでいただきます。 

 

【目標】 

・ものづくり文化や地域資源などを活かした繫地域の魅力・賑わいの創出 

・繫地域への来訪者の増加 

 

【活動内容】  

・盛岡手づくり村を核に，つなぎ温泉をはじめとした繫地域と小岩井地域などとの連携による

企画の立案・実施 

・盛岡地域の手仕事の魅力の掘り起こしや情報発信 

 

【求めている人材】 

・ものづくり，手仕事に興味がある方 

・新しいことに粘り強く意欲的に取り組む方 

・地域資源を活かした取組に興味がある方 
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３ 募集人数 

若干名 

 

４ 応募資格 

 次の各号の要件を全て満たす方とします。 

（1）次のいずれかに該当する方 

ア 三大都市圏をはじめとする都市地域等から本市に生活の拠点を移し，住民票を異動する

ことが可能である方 

   ※三大都市圏とは，埼玉県，千葉県，東京都，神奈川県，岐阜県，愛知県，三重県，京都

府，大阪府，兵庫県及び奈良県をいう。都市地域とは，過疎，山村，離島，半島等の地

域に該当しない地域をいう。 

 ※住民票上の住所ごとに詳細な要件がありますので，事前にお問い合わせください。 

イ 本市以外の市町村において，地域における地域おこし協力隊員として同一地域で２年以

上活動し，かつ解職後１年以内の方で，協力隊員として採用された後に本市に生活の拠点

を移し，住民票を異動することが可能である方 

（2）協力隊員としての任期が終了した後，本市に定住を目指す，又は本市の地域の振興に資

する活動を続けようとする方 

（3）心身ともに健康で，地域に馴染む意思があり，誠実に職務が遂行できる方 

（4）地域住民や行政とのコミュニケーションが図れ，地域づくり活動に理解と熱意があり積

極的に参加できる方 

（5）普通自動車免許を有し，日常的な運転に支障がない方（AT限定可） 

（6）パソコンを日常的に使用していて，一般的な操作（ワード，エクセル，パワーポイ 

ント，インターネット，メール及び SNS 等）が可能な方 

 

５ 活動場所 

盛岡市内（活動テーマにより，活動拠点が異なります） 

 

６ 活動時間 

１週間あたり 30 時間の範囲内において，週５日（任用時に担当課と調整の上，週４日にする

ことも可能です）を基本としますが，別途勤務割表の定めによる場合があります。 

 

７ 任用形態 

 地方公務員法第３条第３項第３号に規定する非常勤特別職とします。 

 

８ 任用期間 

任用期間は，着任日から平成 31 年３月 31 日までの１年以内とします。ただし，通算３年を

限度として任期を更新する場合があります。 

 

９ 報酬 

 月額：166,200円（別途通勤割増報酬有）※平成 29年度の報酬額 
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10 待遇・福利厚生 

（1）社会保険（健康保険，厚生年金，雇用保険等）に加入します。 

（2）住居は，予め隊員と協議した上で，市が借上げます。 

※隊員の家賃負担はありませんが，家賃以外の部分（光熱水費等）は自己負担となりま

す。 

（3）活動に必要な車両は，予算の範囲内で市が貸与します。 

※車両は私用に使うことはできません。自家用車の持ち込みをお勧めします。 

（4）活動に必要な消耗品や燃料費，旅費等の経費は予算の範囲内で市が負担します。 

（5）引越しに必要な経費は，自己負担となります。 

 

1１ 兼業 

任期終了後の定住を円滑に進めるため，兼業を必要とする場合は予め相談してください。 

 

1２ 休日・休暇 

毎週土曜日及び日曜日「国民の祝日に関する法律」に規定する休日，12 月 29 日から翌年の

１月３日までの間。ただし，別途勤務割表の定めによる場合があります。 

有給休暇（初年度は 10 日。ただし，勤務日数が週４日の場合は７日），その他特別休暇があ

ります。 

 

1３ 募集説明会 

募集にあたり，下記のとおり首都圏説明会と活動地域説明・見学会を開催します。 

 ※応募にあたり，参加必須ではありませんが，可能な限り参加をお勧めします。 

 

（1）首都圏説明会 

第１回 平成 30年１月 20 日（土） 11 時半～17 時まで 

内容：岩手わかすフェス内での実施（入場無料） 

   説明会・・・11時半～13 時 会場内コミュニケーションゾーン 

   個別ブース相談・・・11時半～17 時 会場内サロンスペース 

                      盛岡市ブース 

HP：https://iwate.wakafes.com/ 

場所：３×３ Lab Future（東京都千代田区大手町１－１－２） 

説明会申込：https://goo.gl/MR9Uwq 

            個別ブース相談申込：https://goo.gl/UWDDHm 

 

第２回 平成 30年１月 21 日（日） 10 時～17 時まで 

内容：ＪＯＩＮ移住・定住＆地域おこしフェア内での実施（入場無料） 

   ※個別ブースでの相談になります。 

場所：東京ビックサイト（東京都江東区有明３－11－１） 

申込：https://goo.gl/UWDDHm  
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（2）活動地域説明・見学会 

平成 30年２月 10日（土）10時～11日（日）13 時まで（予定） 

場所：盛岡市内（各活動エリアを訪問） 

※説明・見学会までの交通費は，自己負担になります。 

※集合場所などの詳細は申込後、お知らせします。 

申込：https://goo.gl/L442fs  

 

（3）個別説明・問い合わせ対応 

上記への参加が難しい方向けに，市役所内や電話などでの説明・問い合わせにも可能な範

囲で対応しますので，ご希望の方は事前にメールでお問い合わせください。 

 

1４ 応募方法 

（1）受付期間 

平成 30年 1月 5 日（金）～平成 30年３月２日（金） ※必着 

（2）応募方法 

応募用紙，活動目標（市のホームページからダウンロード），住民票，普通自動車運転免

許の写し（表面と裏面）を郵送してください。 

 

1５ 選考方法 

（1）書類選考 

応募用紙，活動目標の記載内容で書類選考を行いますので，漏れなく記載してください。

書類選考結果は，応募者全員に文書で通知します。 

（2）面接審査 

   書類選考合格者を対象に面接審査を行います。平成 30 年３月 10 日（土）〜11 日（日）

のいずれか１日を予定していますが，詳細は書類選考結果を通知する際にお知らせします。 

なお，面接場所は，盛岡市内となります。面接場所までの交通費等の経費は，自己負担と

なります。 

（3）隊員の決定 

   面接審査の結果は，面接審査対象者全員に文書で通知します。 

（4）その他 

 選考の経過及び結果の問い合わせにはお答えできませんので，予め御了承ください。 

 

1６ 提出・問い合わせ先  

〒020-8530 岩手県盛岡市内丸 12番２号 

盛岡市 市長公室 企画調整課 政策調整係 栗山裕介 

電話：019-626-7534 

E-mail：kikaku@city.morioka.iwate.jp 

mailto:kikaku@city.morioka.iwate.jp


盛岡市地域おこし協力隊応募用紙 

平成   年   月   日 

盛岡市地域おこし協力隊募集要項を承諾の上，地域おこし協力隊に応募します。 

ふりがな   

（写真） 

申込前 3か月以内

に撮影したもので、

無帽、正面、上半身

のもの、縦 4cm、横

3cm程度とする。 

 

氏   名 
 

生年月日 昭和 ・ 平成   年   月   日生（満   歳） 性別 男 ・ 女 

現 住 所 
〒    － 

電話番号  
携帯電話番号  

E-mailアドレス 
 

勤  務  先 

または学校名 

 

趣味・特技 

 

取得している 

資格・免許 

 

ボランティア等 

自主活動の経験 

 

パソコン技能 

使えるものに○をつけてください 左記以外の技能についてご記入ください 

ワード ・ エクセル ・ パワーポイント・ 

イラストレーター・フォトショップ・ 

SNS（Facebook，twitter，インスタグラム等） 

 

健康状態 
良好 ・ その他（                            ） 

※その他の欄には、アレルギー、持病など特記すべき事項があればご記入ください。 

自動車所有の

有無 
有  （車種：                     ）   ・    無 

希望する活動

テーマ 

 

希望するテーマに○をつけてください。複数を希望する場合は希望順位を記入してください。 

[  ]  テーマ１            [  ]  テーマ２             [  ]  テーマ３ 

[  ]  テーマ４            [  ]  テーマ５             [  ]  テーマ６ 

活 動 可 能 

開  始  日 

 

平成   年   月   日から 理由 
 



学歴 

学 校 名 学部・学科名  期  間 

  卒業 

見込 

中退 

年   月から 

年   月まで 

  卒業 

見込 

中退 

年   月から 

年   月まで 

  卒業 

見込 

中退 

年   月から 

年   月まで 

  卒業 

見込 

中退 

年   月から 

年   月まで 

  卒業 

見込 

中退 

年   月から 

年   月まで 

  卒業 

見込 

中退 

年   月から 

年   月まで 

※学歴欄は、最終学校名から中学校までを新しいものから順に記入してください。 

職歴 

勤 務 先 職務内容 在職期間 退職理由 

  年   月から

年   月まで 

 

  年   月から

年   月まで 

 

  年   月から

年   月まで 

 

  年   月から

年   月まで 

 

  年   月から

年   月まで 

 

  年   月から

年   月まで 

 

次の質問について，該当するかしないか答えてください。（○囲む） 

ある場合は，詳細記載欄にその内容を詳しく書いてください。 

（１） 刑事事件について起訴，逮捕または取り調べを受けたこと。                    ある ・ ない 

（２） 禁固以上の刑に処せられたこと。                             ある ・ ない 

（３） 成年被後見人や被保佐人の宣告を受けたこと。                   ある ・ ない 

（４） かつて懲戒免職になったこと。                                                               ある ・ ない 

（詳細記載欄：                                                               ） 

以上，この応募用紙に記入した事項は全て事実に相違ありません。 

 平成   年   月   日 氏名： ㊞ 



 

盛岡市地域おこし協力隊活動目標 

平成   年   月   日 

応募者氏名：  

 

１ 盛岡市地域おこし協力隊を志望した動機を記入してください。 

 

 

 

 

 

２ これまであなたが培ってこられた技術や経験を，盛岡市地域おこし協力隊としての活動にどのように生かせ

ると思うかを記入ください。 

 

 

 

 

３ 希望する活動テーマにおいて，具体的に企画・実施したいものがあれば，目的・目標を踏まえ記入してくださ

い。また，実施する上で地域住民や関係機関との関わりについても記入してください。 

 

 

 

 

 

４ ご自身の将来をどのように考えているのか，自己アピールや伝えておきたいことがあれば記入してください。 

 

 

 

 

 

５ 気になっていること，質問，要望があれば記入してください。 

 


